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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月8日(2011.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チャネルの切り替え又はあるチャネルへの同調を実行する装置で使用する方法であって
、
　H.264/AVC規格に従って符号化された複数のスケーラブルレイヤを含むスケーラブルビ
デオ符号化信号を受信するステップと、
　他のスケーラブルレイヤよりも多くのランダムアクセスポイントを有する依存性のレイ
ヤに対する復号化を設定するステップと、前記依存性のレイヤは、現在の復号化レイヤで
あり、
　ＩＤＲ（Instantaneous　Decoder　Refresh）スライスについて現在の復号化レイヤか
らのフレームをチェックするステップと、
　前記現在の復号化レイヤにおけるＩＤＲスライスの検出に応じて、前記現在の復号化レ
イヤにおける前記符号化されたビデオを復号化するステップと、
　ＩＤＲスライスの他のスケーラブルレイヤからのフレームをチェックするステップと、
　前記現在の復号化レイヤの値よりも大きいdependency_idの値をもつ依存性のレイヤに
おけるＩＤＲスライスの検出に応じて、前記現在の復号化レイヤの値よりも大きいdepend
ency_idの値をもつ依存性のレイヤにおける符号化されたビデオを復号化するステップと
、
を含む方法。
【請求項２】
　前記多くのランダムアクセスポイントを有するスケーラブルレイヤは、前記スケーラブ
ルビデオ符号化信号のベースレイヤである、
請求項１記載の方法。
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